住宅改修費の支給（介護保険で住宅改修を行う場合）

　介護保険では、要介護認定で要支援以上の認定を受けた方であれば、20万円までの小規模な改修(手すりの取り付け等)を１割の自己負担で行うことができます。

1. 利用できる方

· 介護保険で要支援から要介護５までの認定を受けた方

2. 利用できる範囲

(1)利用できる限度額　　　　　20万円まで(原則１住宅１回)

※自己負担　　1割が自己負担となります。（例20万円の改修の場合、2万円が自己負担となります）

(2)利用できる改修の種別（次の小規模な改修に限られます）

· 手すりの取り付け

· 床段差の解消

· 滑りの防止及び移動の円滑化等のための床材の変更

· 引き戸等への扉の切り替え

· 洋式便器等への便器の取り替え

· その他上記の改修に付帯して必要となる住宅改修

　
3. 利用方法

· 改修を希望する場合は事前に町へ申請し、町の交付決定を受ける必要があります。

· 改修に要する費用を一旦は全額自己負担する必要があります。（後で費用の9割が保険より償還されます。）



⇒次項へ


1. 事前の検討



2. 施工事業者を選ぶ



3. 町へ申請する



4. 決定後、発注する



5. 改修の確認、支払



6. 町へ請求する

居宅介護支援者等に改修の意向を伝え、適切な改修

のためかつ適切な保険利用のため十分に検討する。

複数から見積書をとり比較検討するなど適正に選ぶ。

（注）この段階では正式な発注(依頼)をしないこと。

支給申請書に必要書類（※１）添えて町へ申請する。

町の交付決定後、正式に施工事業者へ発注(依頼)する。

（改修前の写真が必要となります。）

改修完了を確認し、施工業者へ一旦費用を全額支払う。

（改修後の写真が必要となります。）

請求書に必要書類(※２)を添えて町へ請求し、保険の償還

を受ける（例：20万円の改修を行った場合、18万円が償還されます。）

※1申請に必要な書類

· 介護保険居宅介護（支援）住宅改修費等支給申請書

· 住宅改修が必要な理由書（居宅介護支援事業者が作成する）

· 見積書（施工事業者が作成する）

· 改修個所を記した平面図（施工事業者が作成する）

· 住宅所有者の承諾書

※2請求に必要な書類

· 介護保険居宅介護（支援）住宅改修費等請求書

· 住宅改修工事完了届

· 領収書（施工事業者が作成する）

· 完成後の状態を確認できる書類（改修前、改修後の写真）

	お問合せ
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改修の種別によっては保険の対象とならず9割の償還を受けられなくなる場合もありますので、以下の利用方法に従い、事前に居宅介護支援事業者等と十分にご相談ください。

















ご注意























